
▽
日
時
　
11
月
28
日
㈮
　
午
前
10
時

　
〜
11
時

▽
場
所
　
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
楽
器
を
使
っ
て
親
子
で
楽

　
し
く
遊
ぶ

▽
講
師
　
吉
野
良
子
さ
ん
︵
音
楽
療

　
法
士
︶

▽
対
象
　
１
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
子

　
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
定
員
　
20
組
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
11
月
17
日
㈪
か
ら

　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
子
ど
も
家
庭

　
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
☎
５
５
０
・
３

　
３
１
３
︶

▽
日
時
　
12
月
１
日
㈪
　
午
前
10
時

　
〜
11
時

▽
場
所
　
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
ヨ
ガ
を
通
じ
て
、
子
ど
も

　
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
む

▽
講
師
　
伊
奈
雅
美
さ
ん
︵
ヨ
ガ
イ

　
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
︶

▽
対
象
　
１
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保

　
護
者

　
秋
川
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
や
秋
留

野
広
場
の
周
辺
に
、
秋
川
駅
北
口
地

区
産
業
活
性
化
戦
略
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

▽
定
員
　
各
20
組
︵
申
込
み
順
︶

▽
持
ち
物
　
水
分
補
給
で
き
る
も
の

▽
費
用
　
無
料

▽
服
装
　
親
子
と
も
動
き
や
す
い
服

　
装

▽
申
込
み
方
法
　
11
月
17
日
㈪
か
ら

　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
子
ど
も
家
庭

　
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
☎
５
５
０
・
３

　
３
１
３
︶

　
市
民
解
説
員
が
案
内
し
て
市
内
を

徒
歩
で
巡
り
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
６
日
㈯
　
午
前
９
時

　
〜
午
後
０
時
30
分
︵
予
定
︶

※
雨
天
の
場
合
は
７
日
㈰

▽
集
合
場
所
・
時
間
　
武
蔵
五
日
市

　
駅
　
午
前
９
時
︵
時
間
厳
守
︶

▽
コ
ー
ス
　
武
蔵
五
日
市
駅
↓
小
倉

　
公
園
↓
三
内
川
↓
三
内
神
社
入
口

　
↓
三
内
橋
付
近
↓
五
日
市
橋
下
↓

　
武
蔵
五
日
市
駅
︵
解
散
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
10
人
︵
抽
選
︶

▽
持
ち
物
な
ど
　
飲
み
物
、
雨
具
、

　
筆
記
用
具
、
歩
き
や
す
い
服
装
・

施
し
ま
す
。
秋
留
野
広
場
に
は
、
幼

稚
園
、
保
育
園
、
保
育
所
な
ど
の
年

長
園
児
に
よ
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
点
灯
期
間

　●

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
…
11
月
27
日

　
㈭
〜
12
月
26
日
㈮

　●

園
児
作
品
展
示
…
11
月
27
日
㈭
〜

　
12
月
25
日
㈭

▽
点
灯
時
間
　
午
後
４
時
30
分
〜
午

　
前
０
時
︵
点
灯
時
間
は
、
予
告
な

　
く
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︶

※
11
月
27
日
㈭
は
午
後
５
時
か
ら

▽
点
灯
場
所
　
秋
川
駅
北
口
ロ
ー
タ

　
リ
ー
、
マ
ー
ル
ボ
ロ
ウ
通
り
、
駅

　
前
大
通
り
、
秋
留
野
広
場

▽
問
合
せ
　
観
光
商
工
課
観
光
商
工

　
係
︵
直
通
５
５
８
・
１
８
９
３
︶

　
靴

▽
申
込
み
方
法
　
11
月
25
日
㈫
︵
必

　
着
︶
ま
で
に
、
は
が
き
に
郵
便
番

　
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

　
番
号
を
記
入
し
、
送
付
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
申
込
者
１
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
︵
〒
１
９
７
ー
０
８
１
４
　
二
宮

　
６
８
３
、
☎
５
５
９
・
１
２
２

　
１
︶

▽
日
時
　
12
月
14
日
㈰
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館
音
楽
室

▽
内
容
　
講
演
会

▽
講
師
　
内
田
玲
子
さ
ん
︵
家
庭
教

　
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︶

▽
定
員
　
50
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
費
用
　
無
料

▽
保
育
室
　
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

　
の
幼
児
︵
お
お
む
ね
10
人
︶

▽
申
込
み
方
法
　
講
演
会
・
保
育
室

　
共
に
11
月
17
日
㈪
か
ら
28
日
㈮
ま

　
で
に
電
話
か
窓
口
で
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
︵
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
︶

　
寿
大
学
受
講
生
の
日
ご
ろ
の
活
動

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
28
日
㈮
〜
12
月
１
日

　
㈪
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
︵
28

　
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
１
日
は
午

　
後
４
時
ま
で
︶

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
４
階
展

　
示
室

▽
内
容
　
陶
芸
、
写
真
、
俳
句
、
絵

　
手
紙
な
ど
の
作
品
展

▽
問
合
せ
　
中
央
公
民
館
︵
☎
５
５

　
９
・
１
２
２
１
︶

▽
日
時
　
12
月
13
日
㈯
　
午
後
１
時

　
〜
３
時
30
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
友
人
と
の
楽
し
い
会
話
、

　
和
や
か
な
家
族
団
ら
ん
、
子
ど
も

　
の
自
主
性
と
可
能
性
を
引
き
出
す

　
子
育
て
、
地
域
な
ど
で
の
仲
間
づ

　
く
り
な
ど
に
役
立
つ
対
話
術
を
実

　
習
中
心
に
学
び
ま
す
。

▽
講
師
　
鯵
坂
登
志
雄
さ
ん
︵
産
業

　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
平
成
26
年
度
生

　
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

　
講
座
修
了
者
︶ 

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
20
人
︵
抽
選
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
11
月
17
日
㈪
か
ら

　
12
月
１
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
15
分

※
抽
選
結
果
は
５
日
㈮
ま
で
に
電
話

　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス

　
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係
︵
直
通
５

　
５
８
・
２
４
３
８
︶

▽
日
時
　
11
月
24
日
㈪
　
午
後
２
時

　
︵
１
時
30
分
開
場
︶

▽
会
場
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

▽
料
金
　
入
場
無
料

▽
指
揮
　
小
玉
公
二︵
常
任
指
揮
者
︶

▽
曲
目
　
祝
典
序
曲
、
吹
奏
楽
の
た

　
め
の
木
挽
歌
、
西
部
劇
メ
ド
レ
ー

　
ほ
か

▽
主
催
　
あ
き
る
野
市
吹
奏
楽
団

　
︵
キ
ラ
ラ
バ
ン
ド
︶

▽
共
催
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

▽
問
合
せ
　
あ
き
る
野
市
吹
奏
楽
団

　
︵
キ
ラ
ラ
バ
ン
ド
︶
岩
　
︵
☎
０

　
９
０
・
６
１
２
８
・
５
６
０
９
︶

　
本
フ
ェ
ス
タ
は
﹁
今
、
世
界
に
飛

躍
を
﹂
と
の
熱
い
想
い
を
込
め
て
、

あ
き
る
野
市
出
身
の
方
を
は
じ
め
、

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
世
界
の

ひ
の
き
舞
台
を
目
指
す
若
き
音
楽
家

を
応
援
す
る
た
め
の
合
同
発
表
会
で

す
。

▽
日
時
　
平
成
27
年
１
月
10
日
㈯
　

　
午
後
２
時
︵
１
時
30
分
開
場
︶

▽
場
所
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

▽
出
演
　
小
峰
め
ぐ
み
︵
ソ
プ
ラ

　
ノ
︶、
佐
藤
雄
太
︵
テ
ノ
ー
ル
︶、

　
御
法
川
恵
理
奈
︵
ピ
ア
ノ
︶

　●

賛
助
出
演
…
与
那
城
敬
︵
バ
リ
ト

　
ン
︶
、
平
野
良
︵
テ
ュ
ー
バ
︶
、

　
山
口
陽
子
・
楠
田
し
お
り
︵
伴
奏

　
ピ
ア
ニ
ス
ト
︶
、
あ
き
る
野
市
吹

　
奏
楽
団
︵
キ
ラ
ラ
バ
ン
ド
︶

▽
料
金
︵
全
席
自
由
︶
　
千
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
プ
ロ

　
ジ
ェ
ク
ト
21
　
溝
口
︵
☎
５
５
０

　
・
３
７
２
１
︶
、
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ

　
ー
ル
︵
☎
５
５
９
・
７
５
０
０
︶

　
11
月
１
号
に
掲
載
し
ま
し
た
﹁
あ

き
る
野
市
ゆ
か
り
の
人
展
示
を
始
め

ま
す
﹂
の
記
事
で
、
休
館
日
の
日
に

ち
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

︵
正
︶
年
末
年
始
︵
12
月
28
日
〜
平

　
成
27
年
１
月
４
日
︶

︵
誤
︶
年
末
年
始
︵
12
月
29
日
〜
平

　
成
27
年
１
月
４
日
︶

家
庭
教
育
講
座

楽
し
く
子
育
て
す
る
た
め
に

〜
心
の
道
し
る
べ
・
芽

伸
ば
し
て
夢
に
つ
な
げ
て
〜

お
詫
び
と
訂
正

楽
器
で
遊
ぼ
う

親
子
で
ヨ
ガ

　「森のけものは何を食べて暮

らしているのだろう？」そんな

疑問から始まったフン調査を続

ける私は、哺乳類が食べる果実

がなり始めると何だかワクワク

すると同時にホッとし、嬉しく

なります。私にとって森のにぎ

わいは５月中旬に実るキイチゴ

類から始まります。その後、ク

ワ、ヤマザクラ、ヒメコウゾ、

グミがかわいらしく甘酸っぱい

実をつけ、夏はウグイスカグ

ラ、ハナイカダ、キブシ、場所

によってミヤマクマヤナギ、夏

の実りが少なくなる頃ようやく

ウワミズザクラが実ると私の心

は躍ります。

　９月に入ると待ちに待った実

りの秋到来。ヤマボウシ、ミズ

キ、カヤ、アケビ、ドングリ

類、オニグルミ、ナツハゼ、マ

タタビ、アオハダ、オトコヨウ

ゾメ、ガマズミ、ケンポナシ、

ムクノキ、リュウノヒゲ、フユ

イチゴと続き、冬にはツルウメ

モドキ、ヒサカキ、アオキなど

が実った後、５月中旬まで森は

一気に寂しくなります。しか

し、寂しくなるといってもこの

時期は次に訪れるにぎわいの季

節へ向けて粛々と準備をしてい

るのです。

　例えば、哺乳類のフンとして

落とされた種子、食べるために

蓄えられたはずの実など、さま

ざまな方法によって散布された

種子が芽吹く出番を待っていま

す。森のにぎわう直前の春先に

は芽吹いた姿に出会えることも

あります。

　あくまでも私の勝手な感覚で

しかありませんが、こうした森

の１年が果実のなりに一喜一憂

しがちな私に、どんなに苦しく

てもつながりによって育てられ

ている希望が必ずあるというこ

とを教えてくれています。ま

た、人の思いどおりにならない

自然が時に命の喜びや強さを教

えてくれています。

　たかがフンされどフン、フン

は私に多くの視点を与えてくれ

ました。それは、物言わぬ自然

の言葉を知ることで、人と自然

の新しい共生の姿が見えてくる

ということかもしれません。

（加瀬澤）


